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徳
島
県
遺
族
会
は
昭
和

二
十
六
年
十
二
月
の
創
立
以

来
、
英
霊
顕
彰
、
遺
族
の
福

祉
増
進
、
戦
争
史
実
の
継
承

等
に
つ
い
て
、
地
道
な
活
動

を
長
年
継
続
し
、
一
歩
ず
つ

な
が
ら
、
着
実
に
そ
の
成
果

を
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
会
の
活
動
の
経
過
は
困

難
の
連
続
で
あ
っ
た
と
い
え

ま
す
が
、
各
時
代
に
残
し
て

き
た
足
跡
は
、
会
員
の
皆
様

の
努
力
の
お
か
げ
で
あ
り
ま

す
。

　

平
成
十
三
年
三
月
に
は
、

戦
後
直
後
か
ら
苦
難
の
道
を

歩
ん
で
き
た
遺
族
会
活
動
の

歴
史
を
記
し
た
五
十
周
年
記

念
館
の
建
設
、
戦
没
者
を
見

送
っ
た
家
族
像
の
建
立
等
の

事
業
を
、
当
時
の
写
真
を
交

え
な
が
ら
紹
介
し
、
来
場
さ

れ
た
方
々
の
中
に
は
、
当
時

を
思
い
だ
し
て
懐
か
し
が
ら

れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
記
念
館
で
は
、

戦
争
に
関
わ
る
事
実
を
、
広

く
正
し
く
語
り
継
い
で
い
く

た
め
に
、
工
夫
を
凝
ら
し
た

展
示
を
企
画
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

会
員
の
皆
様
も
、
機
会
を

と
ら
え
て
足
を
お
運
び
い
た

だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
会
員

以
外
の
方
々
へ
の
お
声
が
け

も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

念
誌
を
発
刊
し
、そ
の
後
も
、

徳
島
県
護
国
神
社
の
移
転
、

徳
島
県
戦
没
者
記
念
館
の
建

設
、
戦
没
者
を
見
送
っ
た
家

族
像
の
建
立
な
ど
、
様
々
な

事
業
を
企
画
、
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

今
年
、
本
会
が
七
十
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
徳
島

県
遺
族
会
の
七
十
年
間
の
歩

み
を
皆
様
に
ご
紹
介
し
、
先

人
の
努
力
の
証
と
、
戦
争
の

事
実･

平
和
の
尊
さ
に
つ
い

て
語
り
継
ぐ
一
助
と
す
る
た

め
、
二
月
十
一
日
（
木
）
か

ら
三
月
十
四
日
（
日
）
ま
で
、

徳
島
県
戦
没
者
記
念
館
「
―

あ
し
た
へ
―
」
に
お
き
ま
し

て
、第
十
回
特
別
企
画
展『
徳

島
県
遺
族
会
の
歩
み
』
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
特
別
企
画
展
で
は
、
遺

族
会
活
動
の
こ
れ
ま
で
の

七
十
年
間
の
歴
史
（
年
表
）

を
中
心
に
、
遺
族
会
館
の
建

設
、
沖
縄
「
徳
島
の
塔
」
の

建
立
、
遺
骨
収
集
、
海
外
戦

跡
巡
拝
、
父
の
像
の
建
立
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
、
護

國
神
社
の
移
転
、
戦
没
者
記

語り部事業のご案内

徳島県戦没者記念館にて毎月第２土曜日開催（13:30～ 14:30）
3月13日（土）・4月10日（土）は延期
（新型コロナウイルス感染症の拡大防止の為）

5月以降の語り部についてはホームページにて開催の有無を掲載いたしますので、ご確認お願いします。
携帯電話のバーコードリーダーで右のQRコードを読み込んで下さい。
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昨
年
、
修
学
旅
行
で
沖
縄

を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は

太
平
洋
戦
争
の
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
語
り
部
さ
ん
の
お
話

も
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
学
ん
だ
の
は
、
ま

ず
戦
争
が
ど
れ
ほ
ど
大
き
な

も
の
だ
っ
た
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
沖
縄
出
身
者
で
は

十
二
万
人
も
の
人
が
亡
く
な

り
、
徳
島
県
で
も
三
万
人
の

人
が
亡
く
な
っ
た
そ
う
で

す
。
僕
は
思
わ
ず
言
葉
を
失

い
ま
し
た
。

　

次
に
、
あ
た
り
ま
え
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

の
こ
と
は
、
実
際
に
長
期
の

休
校
を
経
験
し
て
、
改
め
て

思
い
し
ら
さ
れ
ま
し
た
。
普

段
通
り
に
学
校
に
通
え
ず
、

部
活
も
で
き
ず
、
友
達
と
も

会
え
ず
本
当
に
し
ん
ど
い

日
々
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
戦

争
中
は
も
っ
と
ひ
ど
く
食
事

も
ま
と
も
に
取
れ
な
い
日
々

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

僕
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
こ
れ
ま

で
以
上
に
「
あ
た
り
ま
え
は
幸

せ
だ
」
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
日
々
学
校
に
通
っ
て

い
る
と
、
嫌
な
こ
と
や
ん
面
倒

だ
な
と
思
う
事
が
あ
る
け
れ

ど
、
学
校
に
通
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
け
で
幸
せ
な
の
で

す
。
戦
争
中
は
勉
強
を
し
た
く

て
も
で
き
ず
、
運
動
を
し
た
く

て
も
で
き
な
い
。
そ
ん
な
状
況

を
考
え
る
と
、
い
か
に
あ
た
り

ま
え
は
幸
せ
な
の
だ
と
い
う
こ

と
を
思
い
ま
す
。

　

今
僕
た
ち
は
、
そ
の
よ
う
な

時
を
耐
え
て
生
き
ぬ
い
た
人
の

努
力
で
、
戦
争
の
な
い
時
代
に

生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
戦
後
七
十
五
年
が
経
ち
、

戦
争
を
経
験
し
た
方
た
ち
も
高

齢
に
な
っ
て
き
て
い
て
、
実
際

に
お
話
を
聞
く
こ
と
も
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
は

絶
対
に
忘
れ
た
り
、
薄
れ
た
り

し
て
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
僕
も
、
戦
争

の
時
代
を
生
き
ぬ
い
て
き
た
当

時
の
子
ど
も
た
ち
に
負
け
な
い

よ
う
強
く
生
き
、
こ
の
歴
史
的

な
事
実
を
語
り
継
い
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

徳
島
大
空
襲
の
お
話
を
聞

い
て
一
番
に
思
っ
た
こ
と

は
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
、

戦
争
の
話
を
し
て
く
れ
た
と

き
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
言
っ

て
い
た
な
。」
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　

私
の
祖
父
母
は
徳
島
大
空

襲
に
あ
い
ま
し
た
。
そ
の
と

き
の
こ
と
は
、
今
で
も
覚

え
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま

す
。
私
が
小
学
校
二
年
生
の

こ
ろ
、
徳
島
に
つ
い
て
調
べ

る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
空

襲
の
こ
と
に
つ
い
て
聞
い
て

み
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で

も
幼
か
っ
た
私
に
は
難
し
す

ぎ
て
、
理
解
し
き
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
話
を
し
て
く
れ
た

と
き
の
祖
父
は
真
剣
な
顔
を

し
て
い
ま
し
た
。
紙
な
ど
た

く
さ
ん
の
も
の
を
使
っ
て
私
に

分
る
よ
う
に
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
祖
父
は
「
こ
の
こ
と
を
忘

れ
ち
ゃ
い
け
な
い
。」
と
何
度

も
言
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
ん
な

に
こ
わ
く
て
も
目
を
そ
ら
し

ち
ゃ
い
け
な
い
。
過
去
は
変
わ

ら
な
い
か
ら
。
若
い
世
代
の
私

た
ち
に
、
こ
の
こ
と
を
後
に
伝

え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
祖
父
も

他
の
戦
争
の
話
の
中
で
も
言
っ

て
い
ま
し
た
。

　

私
の
祖
父
は
四
年
前
に
病
気

で
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
戦
争
を
経
験
し
た
人
た
ち

は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
き
、
そ

の
記
憶
は
う
す
ら
い
で
い
っ
て

い
ま
す
。
私
は
ま
だ
、
戦
争
の

話
を
見
た
り
聞
い
た
り
す
る

と
、
こ
わ
く
て
目
を
つ
ぶ
っ
た

り
、
耳
を
ふ
さ
い
だ
り
し
て
し

ま
う
と
き
が
あ
り
ま
す
。
で

も
、少
し
ず
つ
で
も
い
い
か
ら
、

ち
ゃ
ん
と
目
を
向
け
よ
う
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の

未
来
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
責

任
を
持
っ
て
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

吉
野
川
市
で
は
、
原
井
敬
市
長
が
令
和
二
年
十
一

月
二
十
一
日
、
市
内
十
地
区
十
一
ヶ
所
に
建
て
ら
れ

て
い
る
忠
魂
碑
を
二
時
間
余
り
か
け
て
巡
ら
れ
献
花

を
行
い
ま
し
た
。

　

各
地
区
遺
族
も
全
体
で
百
五
十
名
の
会
員
が
分
散

参
列
し
、
白
菊
を
捧
げ
、
先
の
日
清
・
日
露
・
太
平

洋
戦
争
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼
い
た
し
ま

し
た
。

　

吉
野
川
市
は
、
令
和
二
年
度
も
例
年
同
様
十
一
月

に
戦
没
者
追
悼
式
を
山
川
町
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
で
遺
族
参
列
者
三
百
名
規
模
及
び
市
内
中
学
校

生
徒
代
表
に
も
参
加
を
頂
い
て
開
催
予
定
で
進
め
て

い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
拡
大
が

強
ま
っ
た
た
め
、
関
係
者
と
相
談
し
中
止
と
い
た
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
代
替
行
事
と
し
て
参
列
者
の
人

員
を
減
ら
し
て
忠
魂
碑
に
献
花
・
戦
没
者
追
悼
行
事

と
い
た
し
ま
し
た
。

吉
野
川
市
遺
族
連
合
会

　
　
　
　
　

会
長　

市
原　

英
俊

「
吉
野
川
市

　
　

地
域
忠
魂
碑
に

　
　
　
　

献
花
追
悼
」

平
和
学
習
で
学
ん
だ
こ
と

阿
南
市
立
阿
南
第
一
中
学
校　

三
年　

田
中　

大
賀 

さ
ん

戦
争
の
話南

部
中
学
校　

二
年　

青
黄　

未
悠 

さ
ん

第６回「平和作文コンクール」優秀賞作文

支部だより
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　令和２年４月から令和３年２月までのアンケート
調査結果については以下のとおり。（対象者203名）

▶ アンケート概要
①【来館のきっかけ】は、「家族」25％、「遺族会」
が19％、「新聞」が12％。
②【来館の目的】は、「展示の観覧」32％、「遺影
を見るため」22％。「学習・教養を深めるため」
16％。
③【来館されての感想】は、「非常に満足した」が
52％、「満足した」が44％と、両方を足すと96％。
④【来館者の年齢等】は「70歳代」19％、「50歳代」
18％、「40歳代」17％、「60歳代」13％、「20歳未満」「30
歳代」10%、「80歳以上」9％、「20歳代」4％、の順。
　来館者の遺族の割合は49％。

▶ 来館者の感想等（自由意見：20の意見から抜粋）
・もっと私たちの若い世代の方に知って観てほしい
なと感じました。友人に伝えたいと思います。（20
代女性）
・各地の護国神社をおまいりしています。立派な記
念館があって感激しました。（50代男性）
・戦争で亡くなった父の写真と伯父さんに会うこと
ができました。子供のころの苦労を思い出しまし

た。父の写真に向かって「頑張って生きているよ。」
と伝えました。「父さん。弱かった私を母は大切に
育ててくれました。本当に生まれてきて良かったと
思っています。また父さんの写真に会いにきます。
私が頑張っていること、天国から見ていてください
ね。」（80代女性）
・おじに逢うためにここに来ると、心が穏やかになり
ます。また逢いに来るからね。安らかに。（60代女性）
・英霊のことを知るために訪れました。私の出身地で
も多くの方々が戦死されているのを知り、思わず合
掌。今後ともこの活動を伝えてください。（70代男性）

戦没者記念館だより ̶ 写真展示数　8,106柱　（R3.2.28　現在）̶

　那賀町水崎の京谷
ハナ子さんが、１月
25日に百歳のお誕生
日を迎えられました。
　徳島県と那賀町か
ら、それぞれお祝い
状と祝い金が、また、
徳島県遺族会からも

お祝い状と記念品が贈られました。
　ハナ子さんは大正10年生まれで、昭和19年４月に
戦争で義弟を亡くし、家族の要として頑張ってこら
れました。
　現在は、那賀町内の特別養護老人ホームに入所さ
れ、元気に過ごされております。
　同じ町内に息子様ご夫婦がおいでるので、ハナ子
さんは心強くまた、面会を楽しみにしておられます。
　現在は新型コロナウイルス感染拡大のため、面会
はなかなかできません。家族も収束を願っています。
　これからもお元気で過ごされますよう、会員一同
心よりご祈念申し上げます。

上那賀地区遺族会会長　府殿　長治

　徳島市佐古五番町
の岡芳子さんが２月
13日、お元気で百歳
の御誕生を迎えられ
ました。
　芳子さんの夫は昭
和20年 ７ 月 ビ ル マ
（現・ミャンマー）で
戦死されました。

　24才、若くして夫を亡くされてからは洋裁・編物
教室で生計を営み一人娘さんを女手一つでお育てに
なられ、娘さんが同市内に嫁がれてからはお一人暮
でしたが、往年には日本舞踊からフラダンス、茶道、
華道、手芸等、多趣味で、シルバー大学にも通った、
何よりも旅行が好きで実のお姉さんといつもご一緒
に70才半ば頃まで国内外の旅を楽しんで過ごしてこ
られました。
　その後ディサービスに通っておりましたが、３年
前97才から市内のグループホームで元気で過ごされ
ております。（因に、芳子さんは４人兄妹の末っ子で
すが長子の兄も104歳までご長寿でした。）コロナ禍
の為、ご本人とはお会い出来ませんでしたが、徳島
県遺族会の祝状と記念品は娘さんご夫妻がご実家に
お越し下さりお受け取り頂きました。
　「これからもお元気で・・・宜しく御伝え下さい」
と御伝言を受け取って頂きました。

徳島市遺族連合会会長　上浦　喜代志

岡　　芳子 さん　（徳島市） 京谷　ハナ子 さん　（那賀町）
祝百歳祝百歳

　各種行事、記念館の語り部事業、慰霊巡拝等
の最新の情報をお知らせしています。
携帯・パソコンで 徳島県遺族会

もしくは 徳島県戦没者記念館  と入力
ホームページのアドレス　
URL　http://izokukai.jp/
携帯電話のバーコードリーダーで
下記QRコードを読み込んで下さい。

アクセス数 107,905 （R3.2.28現在）
ホームページ随時更新中!!
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厚
生
労
働
省
主
催

海
外
慰
霊
巡
拝
の
お
知
ら
せ

一
、
実
施
期
間

　
　

令
和
三
年
六
月
二
十
二
日(

火)

〜

二
十
四
日(

木)

【
二
泊
三
日
】

二
、
参
加
資
格
及
び
留
意
点

　

①
全
戦
域
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
族

　
　
　

ご
家
族
、孫
・
ひ
孫
等
の
若
い
世
代
の
方
（
青

年
部
）
も
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

②
八
・
五
㎞
の
道
程
を
行
進
で
き
る
心
身
と
も
に

健
康
な
方
。

三
、
参
加
費
用

　

三
万
五
千
円
〜
四
万
円
程
度
（
那
覇
空
港
ま
で

の
往
復
交
通
費
、
那
覇
空
港
か
ら
集
合
場
所
と
な

る
那
覇
市
内
の
ホ
テ
ル
ま
で
の
往
復
交
通
費
は
個

人
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
自
で
お
手
配
下
さ

い
。）

四
、
申
込
方
法

　

令
和
三
年
四
月
三
十
日(

金)

ま
で
に
県
遺
族
会

事
務
局
へ

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
に

よ
っ
て
は
開
催
中
止
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。

実 施 地 域 名 実 施 予 定 時 期 実施
期間

募集予定
人員 内申締切日

1 カザフスタン共和国 ８月24日（火）～９月４日（土） 12日間 15名 ５月14日 （金）
2 イルクーツク州・ブリヤート共和国 ９月13日（月）～９月24日（金） 12日間 15名 ６月４日 （金）
3 ハバロフスク地方・ユダヤ自治州 ９月13日（月）～９月24日（金） 12日間 15名 ６月４日 （金）
4 インドネシア ９月１日（水）～９月９日（木） ９日間 15名 ４月23日 （金）
5 中国東北地方（旧満州地区全域） ９月１日（水）～９月10日（金） 10日間 15名 ５月21日 （金）
6 東部ニューギニア ９月11日（土）～９月18日（土） ８日間 20名 ５月14日 （金）
7 北ボルネオ ９月22日（水）～９月29日（水） ８日間 15名 ５月14日 （金）
8 ビスマーク諸島 10月９日（土）～ 10月16日（土） ８日間 10名 ６月11日 （金）
9 トラック諸島 10月22日（金）～ 10月27日（水） ６日間 15名 ６月22日 （火）
10 ミャンマー 11月11日（木）～ 11月19日（金） ９日間 15名 ６月22日 （火）

11
フィリピン（１班）

２月17日（木）～２月24日（木） ８日間 80名 ９月14日 （火）フィリピン（２班）
フィリピン（３班）

12 硫黄島（１次） 11月中旬 ２日間 100名 ― ―
13 硫黄島（２次） ３月中旬 ２日間 100名 ― ―

　

厚
生
労
働
省
主
催
に
よ
る
令
和
三
年
度
慰
霊
巡

拝
の
参
加
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
関
係
地
域

の
ご
遺
族
で
参
加
希
望
の
方
は
徳
島
県
保
健
福
祉

政
策
課
（
電
話
０
８
８-
６
２
１-

２
１
７
０
／

直
通
）
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

■
実
地
地
域
・
日
程
等

　

下
表
一
覧
の
と
お
り

■
参
加
資
格

実
施
地
域
で
の
戦
没
者
の
遺
族

•
戦
没
者
の
配
偶
者
、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
参
加

遺
族
（
子
・
兄
弟
姉
妹
）
の
配
偶
者

戦
没
者
の
孫
、
戦
没
者
の
甥
・
姪

•
長
旅
の
旅
行
及
び
現
地
の
気
候
風
土
に
耐
え
ら
れ
る
方

（
内
定
後
医
師
の
診
断
書
を
提
出
し
て
頂
き
ま
す
。）

•
介
助
者
の
同
行

（
身
体
の
一
部
に
不
自
由
が
あ
り
、
介
助
者
が
同
行

す
る
こ
と
に
よ
り
参
加
が
可
能
に
な
る
場
合
は
、
家

族
等
介
助
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
の
同
行
を
認

め
ま
す
。）

※
実
施
時
期
・
期
間
等
は
、
相
手
国
の
都
合
等
に
よ
り

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
参
加
費
用
（
実
費
）
の
目
安
は
、
海
外
地
域
の
場
合

は
お
お
よ
そ
二
十
万
円
〜
三
十
五
万
円
、
硫
黄
島
の

場
合
は
お
お
よ
そ
二
万
円
〜
三
万
円
で
す
。
参
加
す

る
遺
族
代
表
に
旅
費
の
三
分
の
一
相
当
額
の
補
助
金

が
政
府
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
介
助
者
と
し
て
参

加
さ
れ
る
方
に
は
補
助
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令和３年度  慰霊巡拝概要

沖
縄
県

　「
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
」

参
加
者
募
集

沖
縄
県

　「
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
」
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徳
島
中
央
公
園
内
に
建
立
さ
れ
て
い
る
「
父
の
像
」
は
、
昭
和
四
十
八
年
に
制
作
さ

れ
て
か
ら
長
期
間
経
過
し
、
そ
の
「
背
面
石
碑
」
が
雨
水
の
浸
食
等
に
よ
り
一
部
剥
離
、

剥
落
し
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
本
会
に
お
き
ま
し
て
令
和
二
年
度
の
事
業
と
し

て
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

工
事
で
は
、
こ
れ
ま
で
清
掃
で
除
去
が
困
難
で
あ
っ
た
錆
汚
れ
を
取
り
除
く
と
と
も

に
、石
碑
の
剥
離
防
止
の
た
め
の
石
工
事
や
破
断
部
修
復
、目
地
埋
め
等
の
作
業
を
行
い
、

今
後
も
安
全
に
、
人
々
が
こ
の
像
と
共
に
、
平
和
に
つ
い
て
静
か
に
対
話
で
き
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

徳
島
中
央
公
園
に
お
越
し
の
際
は
、
修
復
さ
れ
た
「
父
の
像
」
に
、
是
非
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
と
な
る
方

　

令
和
二
年
四
月
一
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
）
が
い

な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

一　

令
和
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

取
得
し
た
方

二　

戦
没
者
等
の
子

三　

戦
没
者
等
の
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

　

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど

う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

四　

前
記
一
か
ら
三
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

　

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
一
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

　

※
請
求
手
続
き
の
簡
素
化
の
た
め
「
同
意
書
」
が
廃
止
さ
れ
た
の
で
、
同
順
位
の
方
が
複
数
い

る
場
合
は
、
話
し
合
い
の
う
え
、
代
表
し
て
請
求
す
る
方
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

支
給
内
容

　

額
面
二
十
五
万
円
、
五
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間

　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

請
求
窓
口

　

お
住
ま
い
の
市
町
村
の
援
護
担
当
課
（
請
求
窓
口
一
覧
は
五
月
号
に
記
載
）

第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
請
求
手
続
き
に
つ
い
て

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

↑修復工事後

←修復工事中

父
の
像
「
背
面
石
碑
」
の
修
復

父
の
像
「
背
面
石
碑
」
の
修
復

市町村名 担当部課 電話番号

徳島市 保健福祉部
保健福祉政策課 （088）621－5562

鳴門市 市民環境部
市民協働推進課 （088）684－1140

小松島市 市民環境部
市民生活課 （0885）32－2132

阿南市 市民部
市民生活課 （0884）22－1116

吉野川市 健康福祉部
社会福祉課 （0883）22－2261

阿波市 健康福祉部
社会福祉課 （0883）36－6811

美馬市 保険福祉部
生活福祉課 （0883）52－5604

三好市 環境福祉部
地域福祉課 （0883）72－7647

勝浦町 福祉課 （0885）42－1502
上勝町 住民課 （0885）46－0111
佐那河内村 住民税務課 （088）679－2114
石井町 福祉生活課 （088）674－1116
神山町 健康福祉課 （088）676－1114
那賀町 保健医療福祉課 （0884）62－1141
牟岐町 住民福祉課 （0884）72－3416
美波町 住民生活課 （0884）77－3613
海陽町 福祉人権課 （0884）73－4313
松茂町 長寿社会課 （088）699－2190
北島町 民生児童課 （088）698－9802
藍住町 福祉課 （088）637－3114
板野町 住民課 （088）672－5985
上板町 福祉保健課 （088）694－6810
つるぎ町 福祉課 （0883）62－3116
東みよし町 福祉課 （0883）82－6306

【請求窓口・問い合わせ先】

徳島県保健福祉部 保健福祉政策課 
地域共生・援護担当TEL 088-621-2170
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（
一
月
）

9
日　

正
副
会
長
会
（
護
国
神
社
）

　
　
　

語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）　

※
延
期

17
日　

70
周
年
記
念
誌
座
談
会
（
護
国
神
社
）

26
日　

日
本
遺
族
会
事
務
局
長
会
議　
（
靖
国
会
館
）

※
中
止

27
日　

日
本
遺
族
会
青
年
部
長
会
議　
（
靖
国
会
館
）

※
中
止

28
日　

日
本
遺
族
会
女
性
部
長
会
議　
（
靖
国
会
館
）

※
中
止

　

○　

海
外
慰
霊
巡
拝
（
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
）

※
中
止

（
二
月
）

6
日
〜
8
日　

日
本
遺
族
会
青
年
部
研
修
会
（
鹿
児
島
県

内
）　

※
中
止

11
日
〜
3
月
14
日　

第
10
回
特
別
企
画
展
（
戦
没
者
記
念

館
）

13
日　

語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）　

※
延
期

17
日　

正
副
会
長
会
（
護
国
神
社
）

中
旬　

父
の
像
清
掃
・
第
5
ブ
ロ
ッ
ク
（
徳
島
市
中
央
公

園
）　

※
延
期

19
日　

日
本
遺
族
会
理
事
会
（
東
京
）　

※
延
期

25
日　

理
事
・
監
事
・
評
議
員
等
研
修
会
（
護
国
神
社
）

※
中
止

令
和
三
年
三
月
〜
令
和
三
年
五
月
行
事
予
定

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
三
月
）

5
日　

正
副
会
長
会
、
記
念
館
運
営
企
画
委
員
会
（
護
国

神
社
）

13
日　

第
九
回
70
周
年
記
念
誌
発
行
小
委
員
会
（
護
国
神
社
）

13
日　

語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）　

※
延
期

22
日　

日
本
遺
族
会
理
事
会
（
東
京
）

下
旬　

理
事
会
（
護
国
神
社
）

28
日
〜
30
日　

春
の
靖
国
神
社
参
拝
（
靖
国
神
社
他
）　

※
中
止

（
四
月
）

10
日　

語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）　

※
延
期

下
旬　

市
町
村
遺
族
会
事
務
局
長
会
議
（
護
国
神
社
）

23
日　

英
霊
に
こ
た
え
る
会
総
会
等
（
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル

市
ヶ
谷
）

下
旬　

女
性
部
役
員
会
（
護
国
神
社
）

下
旬　

青
年
部
役
員
会
（
護
国
神
社
）

30
日　

役
員
等
研
修
会　
（
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
）

（
五
月
）

8
日　

語
り
部
事
業
（
戦
没
者
記
念
館
）

中
旬　

父
の
像
清
掃
・
第
1
ブ
ロ
ッ
ク（
徳
島
市
中
央
公
園
）

下
旬　

日
本
遺
族
会
女
性
部
長
会
議
（
千
代
田
会
館
）

下
旬　

日
本
遺
族
会
青
年
部
長
会
議
（
千
代
田
会
館
）

下
旬　

日
本
遺
族
会
理
事
会
（
千
代
田
会
館
）

25
日　

正
副
会
長
会
（
護
国
神
社
）

遺
族
会
の
動
き

令
和
三
年
一
月
〜
令
和
三
年
二
月
行
事

一
、　

内　

容

　

徳
島
県
遺
族
会
は
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
の
創
立
以
来
、
英
霊
顕
彰
、
遺
族
の
福
祉
増
進
、

戦
争
史
実
の
伝
承
等
に
つ
い
て
地
道
な
活
動
を
長
年
継
続
し
、
歩
み
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
五
十
周
年
記
念
誌
を
発
行
し
た
平
成
十
三
年
以
降
に
お
け
る
本
会
を
巡
る
状
況
や
活

動
経
過
に
つ
い
て
は
、
徳
島
県
護
国
神
社
の
移
転
、
徳
島
県
戦
没
者
記
念
館
の
建
設
、
特
別
展

や
語
り
部
事
業
の
実
施
、
戦
没
者
を
見
送
っ
た
家
族
像
の
建
立
、
そ
し
て
出
征
を
見
送
る
家
族

の
像
の
奉
納
な
ど
、
大
き
な
取
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
「
七
十
周
年
記
念
誌
―
あ
し
た
へ
Ⅱ
―
」
は
、
当
会
が
今
年
創
立
七
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
こ
れ
ら
の
活
動
経
過
を
記
録
す
る
と
と
も
に
、
取
り
組
ん
だ
事
業
や
そ
の
成
果
を
広
く

伝
え
る
た
め
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

二
、　
「
七
十
周
年
記
念
誌
―
あ
し
た
へ
Ⅱ
―
」
の
特
徴

①
徳
島
県
遺
族
会
五
十
周
年
記
念
誌
発
行
以
降
の
事
業
記
録
が
基
本
。（
記
念
館
に
掲
示
さ

れ
て
い
る
御
英
霊
の
お
名
前
を
は
じ
め
、
護
國
神
社
移
転
の
際
の
寄
付
者
名
簿
（
石
碑
よ

り
）、
ま
た
会
員
か
ら
の
寄
稿
文
な
ど
も
掲
載
。）

②
五
十
周
年
記
念
誌
の
章
立
て
や
装
丁
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
よ
り
、両
誌
の
統
一
性
を
図
り
、

両
誌
を
併
せ
て
本
会
の
歴
史
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
編
集
。

三
、　

購
入
の
ご
案
内

①
一
冊
当
た
り　

一
千
七
百
円
（
税
込
）

②
総
ペ
ー
ジ
数　

三
百
四
十
七
ペ
ー
ジ

③
発
行
の
時
期　

令
和
三
年
三
月
十
二
日
発
行

④
申
込
み
方
法　

徳
島
県
遺
族
会
事
務
局
ま
で

　
（
電
話
０
８
８
―
６
３
６
―
３
２
１
２
）

　徳島県遺族会会報第206号（令和３年１月10日発行）
の掲載記事の中に誤りがありましたので、次のとおり
訂正し、お詫びを申し上げます。
　６ページ「令和３年度徳島県遺族会主要行事予定」
に記載している、予定している行事名に誤りがありま
した。
誤った内容 正しい内容
　・徳島県戦没者遺族大会 ・徳島県戦没者追悼式
　なお、正式な行事名や行事内容につきましては、理
事会での決定事項となります。

令和３年度

「徳島県戦没者追悼式」
の開催予定について

徳島県遺族会会報第206号 掲載記事の訂正とお詫び

遺
族
会
会
員
の
皆
様
へ
　
購
入
の
ご
案
内

徳
島
県
遺
族
会

「
七
十
周
年
記
念
誌
―
あ
し
た
へ
Ⅱ
―
」

頒  

布  

中

遺
族
会
会
員
の
皆
様
へ
　
購
入
の
ご
案
内

徳
島
県
遺
族
会

「
七
十
周
年
記
念
誌
―
あ
し
た
へ
Ⅱ
―
」

頒  

布  

中

日時 令和３年８月24日（火）
 13:00～ 15:00
場所 徳島市藍場町二丁目14番地

あわぎんホール（徳島県郷土文化会館）
※ 正式には、新年度に組織する実行委員会にお
いて決定します。


